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λ 

タ

イ
y 

v 
ノレ

の
競
争
寡
白
日l悶

を
中
Jじよ

t (ー〕

て

問
題
の
所
在

ケ
イ
ン
ズ
理
論
は
一
九
刊
紀
的
立
経
済
像
に
も
と
ず
い
た
古
典
派
の
県

抗
体
系
を
崩
壊
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
い
ら
い
ケ
イ
ン
ズ
的

な
マ
ク
ロ
分
析
が
展
開
さ
批
る
に
つ
れ
て
い
く
つ
か
の
問
旭
が
生
じ
て
き

た
が
、
そ
の
一
つ
は
シ
ロ
ス
・
ラ
ピ
l
エ
が
う
ぎ
の
よ
う
に
言
コ
た
点
に

あ
る
。「

従
来
、
個
別
企
業
に
か
か
わ
る
市
場
形
態
(
自
問
肘

E
E
Z
H
)
と
経

済
全
体
に
か
か
わ
る
有
効
需
要
問
題
は
つ
ね
に
別
個
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
二
つ
の
問
題
は
二
つ
の
呉
っ
た
分
析
方
法
に
よ
っ
て
と
り
あ
っ
か
わ

れ
て
き
た
、
す
な
わ
ち
ミ
ク
ロ
経
済
分
析
は
新
古
典
派
理
一
端
で
、
マ
ク
ロ

経
済
分
析
は
ケ
イ
ン
ズ
理
論
で
。
」

有
効
需
要
問
題
は
な
に
よ
り
も
ピ
y

ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
投
資
決
定
と
高

度
に
集
中
化
し
た
産
業
内
の
投
資
の
は
け
官
の
問
題
で
あ
る
。
に
も
か
か

大

l崎
第
四
号

正
五
四

治

わ
ら
ず
市
場
形
態
論
(
企
業
理
論
〉
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
や
ワ
ル
ヲ
ス
以
来

の
、
争
激
の
小
企
業
か
ら
成
り
た
つ
以
子
論
的
経
済
像
を
守
っ
て
い
る
J

技
術
進
歩
を
扱
う
際
の
ポ
ス
ト
ケ
イ
ン
ジ
ア
ソ
の
価
格
不
盆
論
は
右
の

問
題
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
独
占
的
な
組
織
に
よ
っ
て
技
術
進
歩
に
も
と

ず
く
生
産
性
上
丹
の
成
果
が
価
格
低
卜
に
吸
収
さ
れ
な
目
て
も
、
「
実
質

賃
銀
が
一

λ
当
り
産
出
高
と
同
じ
速
さ
で
上
昇
し
う
る
な
ら
ば
、
禍
根
は

附
ち
切
ら
れ
て
、
経
済
は
資
本
を
蓄
積
し
え
、
技
術
改
普
の
行
わ
れ
る
歩

調
に
一
致
し
た
事
C
総
生
産
物
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
た

か
も
、
競
争
が
依
然
と
し
て
活
動
し
つ
づ
け
て
い
る
か
の
よ
う
U
e
」

す
べ
て
の
貨
幣
賃
金
が
均
一
で
技
術
進
歩
が
す
べ
て
の
産
業
部
門
仁
均

等
に
進
む
と
い
う
過
度
に
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
に
お
い
て
妥
当
な
布
の
見

解
も
、
こ
の
仮
定
を
と
り
払
っ
た
よ
り
現
実
に
近
い
宝
ア
ル
で
は
妥
当
し

な
ド
。
こ
の
一
慨
は
最
近
の
グ
タ
ー
ビ
ン
グ
・
イ
ン
フ
レ
シ

z

Y
主
点
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は
「
管
珂
的
イ
ン
フ

ν
」
(
主
同
H
Z
M
E
E
C耳
石
田
耳
目
。
目
)
に
か
ん
す

る
ポ
ス
ト
ケ
イ
Y
ジ
ア
ン
の
議
論
に
み
ら
れ
る
。
価
格
不
安
諭
に
た
っ
か

ぎ
り
、
労
働
生
産
性
が
七
井
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
格
が
低
下
し
な
い

こ
ー
と
は
何
ら
イ
ン
フ
レ
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
経
済
成
長
官
維
持
す

る
た
め
に
は
物
価
上
昇
は
必
要
で
さ
え
あ
る
。
し
か
し
イ
ン
フ
レ
問
題
が

そ
う
単
純
で
な
い
こ
と
は
、
経
済
を
製
造
部
門
と
升
製
浩
掃
門
に
分
け
て

み
る
こ
ー
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
上
の
同
部
門
と
も
あ
る
程
度
の
弾

力
的
労
働
市
場
・
価
格
支
配
力
を
前
提
す
る
な
ら
ば
、
中
産
性
の
高
い
前

者
に
お
い
て
、
賃
金
の
上
丹
を
許
し
つ
つ
価
格
を
安
定
ぎ
せ
て
い
て
も
、

そ
れ
が
よ
り
生
産
性
の
上
昇
の
困
難
な
後
者
で
賃
金
土
井
の
圧
力
を
受
け

て
行
わ
れ
る
価
格
上
昇
を
相
殺
し
な
い
か
ぎ
り
、
全
体
と
し
て
の
物
価
上

井
は
さ
け
ら
れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
マ
ク
ロ
理
論
が
価
格
管
理
力
を
も
っ
た
ピ
ヴ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス

の
行
動
を
ー
と
ら
え
る
ミ
ク
ロ
分
析
(
価
格
理
論
)
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
る

必
要
が
生
ず
る
。
以
下
に
お
い
て
ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
著
書
を
と
り
あ
げ
る

理
由
は
、
か
れ
が
ミ
ク
ロ
と
マ
グ
ロ
号
綜
合
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
マ
グ
ロ
の
有
効
需
要
問
題
に
接
近
す
る
一
段
階
と
し
て
、
ま

ず
ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
競
争
寡
占
論
の
検
討
に
よ
っ
て
寡
占
的
管
理
価
格
論

の
確
立
へ
一
歩
を
試
み
よ
う
と
す
る
。

ω
従
来
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
企
業
理
論
」
で
あ
り
、
部
分
均
衝
の
枠
の
中
で
取

扱
わ
れ
て
き
た
。
従
来
の
師
格
理
論
も
部
分
的
均
衡
諭
の
中
心
的
な
要
素
で
あ

4
Q
G
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れ
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ミ
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ン
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語
で
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と
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十う

飯
田
前
掲
者
、
二
ニ
l
l
一
四
頁
二
問
視
賀
義
博
「
梢
訳
者
物
価
の
問
題
点
」

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
万
三
年
五
月
一
日
号
一
八
l
一
九
頁
。

帥
回
目
宮
古
品
目
・
足
。
町
号
制
町
、
ぬ
S
R
凶
器
h
N

牛
肉
薄
皇
室
言
、
曲
章
、

3
2誌
町
ぬ
I

ENR~Es--
宵
崎
義
一
帥
摂
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
成
熟
と
停
滞
』
9

H

m
Z
E邑
・
的
言
丘
町

Z
A
出
品
切
忠
良
3
2
P

米
田
清
立
地
訳
『
小
企
業
と

大
企
業
て

不
完
全
競
争
論
の
反
省

ω
「
代
表
的
企
業
」
の
概
念
を
構
成
す
る
際
、
す
で
に
マ

l
シ
セ
ル

は
技
術
准
歩
と
規
模
に
よ
る
「
内
部
経
済
」
が
拡
大
す
る
企
業
に
た
い
し

て
累
積
的
利
益
を
与
え
、
そ
れ
が
独
占
的
支
配
を
む
き
お
こ
さ
な
い
か
と

。

い
う
問
題
k
直
也
し
て
い
た
。
こ
の
「
収
益
逓
増
下
の
競
争
の
謎
」
仁
た

い
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
一
応
の
解
決
を
与
え
た
が
、
ス
ラ
ャ
ア
ァ
は
と
の

マ
ー
シ
ャ
ル
の
解
決
を
批
判
し
な
が
ら
、
内
部
経
済
を
相
殺
す
る
要
因
に

市
場
の
不
完
全
性
壱
導
入
し
て
、
不
完
全
競
争
論
を
創
唱
し
た

u

そ
れ
い

ら
い
、
琵
争
に
対
立
す
る
市
場
形
態
の
要
素
と
し
て
而
場
の
不
完
全
性
に

も
つ
ば
ら
力
点
が
お
か
れ
る
こ
し
乙
に
な
っ
た
。

不
完
全
競
争
論
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
不
完
全
雇
傭
均
衡
諭
が
生
ま
れ
た
の

と
同
じ
三

0
年
代
の
不
況
の
も
ー
に
で
、
伝
統
的
経
済
理
論
を
よ
り
現
実
に

近
ず
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
創
始
者
ス
ラ
ッ

プ
ァ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
長
死
滅
す
る
無
数
の
樹
木
か
ら
構
成
さ
れ

る
森
に
ー
と
え
ら
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
競
争
体
系
に
お
け
る
公
準

l
1収

第
九
十
四
巻

七
ノ、

主
六

第
四
号

益
逓
哨
と
競
争
と
の
調
和
ー
ー
を
う
ち
ゃ
ぶ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ

を
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
ル
ド
ア
心
か
い
う
よ
う
に
、
不
完
全
競
争
の
市
場
は
、
実
際
に
は
た

が
い
に
無
関
係
に
分
断
さ
れ
た
部
分
市
場
の
直
合
物
で
な
く
、
相
互
に
直

接
的
に
(
た
と
え
不
完
全
で
あ
る
に
し
ろ
)
競
争
し
て
い
る
統
一
体
ー
と
し

め

て
の
寡
占
的
市
場
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
と
り
あ
げ
る
べ
き
市
場
形
態
は

ガ
ル
プ
レ
イ
ス
の
い
う
「
寡
占
も
し
く
は
|
|
私
的
集
団
主
義
」
、
ミ
l

ン
ズ
の
「
集
団
的
資
本
主
義
」
(
勧
告

g
-
E
E
2
2唱
え
巳
E
日
J
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ひ
と
ま
ず
商
品
の
異
質
性
を
無
視
し
て
、
同
質
的
商
品
の

市
場
を
前
犠
と
し
た
寡
占
す
、
わ
ち
「
同
質
的
寡
占
」

(
E
F
O
B
品
2
2
5

7

8

 

。
ロ
由
。

}Eq--)
壱
あ
っ
か
う
。

ω
不
完
全
競
争
論
で
は
周
知
の
「
カ
l
y
の
定
型
」
か
ら
「
能
力
過

剰
の
下
の
均
衡
」
と
い

7
結
論
が
導
か
れ
る
。
チ
ェ
ソ
バ
り
Y
の
い
う
よ

う
に
、
た

L
か
に
そ
れ
は
純
粋
競
争
の
も
と
で
は
起
り
得
な
い
現
象
で
あ

る
。
そ
札
を
理
論
化
し
た
と
い
う
点
で
、
能
力
過
剰
論
は
不
完
全
競
争
論

の
「
大
き
北
長
所
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
が
そ
こ
で
前
提
さ
れ
て
い

る
新
企
業
の
自
由
な
エ
Y

ト
り
l
は
寡
占
の
現
実
に
は
か
な
り
悶
難
な
こ

ハ
uv

と
で
あ
る
。
元
来
古
典
〈
派
経
済
学
の
競
争
概
念
は
市
場
の
不
完
全
で
な
く
、

L
Y
ト
リ
ー
の
自
由
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
う
が
競
争
規
定
と
し
て
も
よ

り
現
実
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
競
争
に
対
立
す
る
も
の
は
エ
ン
ト
リ
ー
の
制

限
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ス
ク
イ
ン
ド
ル
は
、
自
由
な
エ
ン
ト
り
ー
に
よ
っ
て
超
調
利
潤
が
消
滅



す
あ
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
過
剰
能
力
を
説
明
す
る
不
完
全
競
争
論
を
転

倒
さ
せ
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
の
困
難
と
過
剰
能
力
を
前
提
し
て
寡
出
企
業
が

超
過
利
潤
を
維
持
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
え
ら
ん
で
い
る
。

ω
ス
タ
イ
シ
ド
ル
は
フ
ル
コ
ス
ト
論
者
と
同
様
に
価
格
硬
匹
性
に
か

ん
し
て
限
界
原
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
企
業
行
動
の
原

理
?
ど
し
て
、
正
の
限
界
収
入
と
限
界
費
月
と
が
均
等
す
る
点
で
価
格
が
き

ま
呂
と
い
う
限
界
原
理
が
王
し
け
れ
ば
、
需
要
弾
力
性
が
一
よ
り
小
さ
い

現
実
の
も
と
で
は
、
ず
っ
ー
と
高
い
価
絡
が
決
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
い
価
格
を
妨
げ
て
い
る
も
の
は
需
要
の
弾
力
性
よ
り
も
エ

シ
ト
り
に
た
し
す
る
脅
威
で
あ
る
。

仰
岡
山
印
日
民
間
二
民
的
巳
宮
町
。
E
E
E
昨
仰
の
。
ω
E
O
官
E
E
m
w
官
。
ー

内血E凶古。=悶竺-=-J凶入込山怠草噂芯空騎RERぬ邑制札忌』町騎札忌"同
q
。量喝誌凶。
9
ん警苦楠EbP、LH口戸H
F
司
L
戸
巴
∞
凶
自
印
凶
菱
山
回
口
訳
『
経
済

学
に
お
け
る
古
典
Lとζ
遅
代
」
四
八
五
四
E
。
切
F斤zmE固Eロ己噂工ιω叫逮ぬ旦Nミ~号旦同略

凶F刷

川

ωW
田
E
由
悶
P苛

E
吋
}y宮M芯。F川"wA司司ω。丘同同。丘什E¢E町E同ロM
戸

5時凶M門且同0耳吋円。E【司》。旦仲洋E凶耳40円。p!

E
C
O
ロ
ω
J
同
向
。
苦
苦
言
L
P
雪
道
邑
ヨ
H
H
H〈
F
E
目
。
・
M
U
F
F
菱
山

田
口
訳
前
掲
書
、
一

O
二宜。

仰
柴
田
義
一
「
現
代
価
格
理
論
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
」
北
海
草
閥
大
『
経

設
問
集
』
一

O
号
(
昭
和
三
七
年
四
月
〉
六
王
六
七
頁
。

判
Z
・
同
巳
仏
O
F
-
R
冨
ω
長
。
片
岡
目
M
U
Z
F
E
H
S
E
a
-
n
n
o
g
m
U
8
h
w

g

q，
J
同
白
書
w
苦
古
R
F
Z
耳
忌
ω
F
2
u
E
l
目
。

ω
由
巳
耳
目
F
-
E
冨
。
ロ
品
。
]
可
自
色
己
百
円
。
ロ
n
o
E
E丘
g
o
同
開
2
1

E
E
M
n
句
。
4
4
2
-
J
E
h
g
q
昔
、
。
同
町
室
内
幸
M
L
苦
言
、
u
h
n
室
。
E
E

口語市
L
f
一
「
差
額
地
代
L
的
伺
格
原
世

ト)

。
仏
げ
吋
出
回
目
H
F
同
邦
訳
『
現
代
経
済
学
の
日
開
割
芭
理
主
耐
筒
I
六
六
頁
、

一o-ハ
官
判
。

例

Z
E
E
-
呈

S
T
H
u
a

何
回
り
呂
Q
a
E
ロ
E
H
Y
2
Z
2
司
ロ
2
0
E
U
目
。
ロ
向
。
ロ
F
O
G
-
H
開
。
句
。

τ

同
E
E
j
h
c
N
語
、
s
E
ミ
旬
。
「
脚
色
町
民
『
同
町
内
送
。
喜
子
F
H〈
H
(
]
ロ
ロ
P
巴
印
∞
〕
ヨ

匂
回
目
ジ
ロ
ス
は
こ
れ
を
「
集
中
長
占
(
2
2
回
目
E
H
再
乱
。
戸
開
。
i

旬
。
-
可
=
)
と
よ
ぶ
。
(
印
可
】
。
p
cも

2
N
W
也
同
凶
〕

同
ス
タ
イ
ソ
ド
ル
は
商
品
の
異
質
性
に
よ
名
市
場
の
不
自
完
全
性
を
導
入
し
て
い

る
が
、
あ
と
で
み
る
よ
う
に
そ
れ
に
よ
っ
て
か
れ
円
身
の
理
論
は
不
明
瞭
に
さ

れ
て
い
る
(
次
稿
、
五
、
参
照
)
合

同
印
百
E白
t
E
E
R
3
守
司
切
戸
邦
訳
、
円
頁
。

帥

E
E
ヨ
M
U
日
、
同
巳
内
問
。
『
-
も
s
t
国
男
同
o
a
¥
B
l
『
}
戸
2
4
0
片
岡
E
U
O叫

世
耳
打
。
目
u
o
z
t
o
p
凶
作
吉
田
島
、
J
同
呂
E
u
§
E
同
E
号
テ
邑
巴
u
M
V

H

恥。
帥

ω
件
。
自
己
畑
。
b
s
?
g
u
E
H
F
邦
誌
、
二
六

l
二
七
頁
。

「
差
額
地
代
」
原
理
と
「
差
額
地
代
」
の
源
泉

ω
不
完
全
競
争
論
が
前
提
と
す
る
需
要
弾
力
性
を
し
り
ぞ
け
て
、
ス

タ
イ
ン
ド
ル
は
価
格
原
理
と
し
て
、
技
術
水
準
と
技
術
進
歩
ω
企
業
間
格

差
に
も
と
ず
く
費
用
格
差
の
原
理
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
、
古
典
的
な
差

額
地
代
原
理
を
工
業
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

か
れ
は
各
産
業
を
、
「
鋭
争
の
「
理
想
型
』
」
(
F
O
二
号
巴
】
町
邑
耳
目

。
向
。
。
自
官
E
E
M
M
)
と
「
寡
占
型
」
(
C
E
宮
町
。
=
1
5
3
、
可
叫
〕
の
二
つ

第
九
十
四
巻

七
七
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四
号
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寡
占
と
「
浅
間
世
代
」
酌
冊
格
原
理

付

の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る
。
「
競
争
型
」
と
は
、
競
争
者
の
淘
汰
が
容
易
で
、

淘
汰
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
限
界
生
産
者
が
「
正
常
利
伸
」
し
か
得

ら
れ
な
い
産
業
で
あ
る
。
「
寡
占
型
」
と
は
、
競
争
圧
力
が
潜
在
的
に
し

か
作
用
せ
ず
、
淘
汰
が
む
ず
か
し
い
産
業
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
古

典
的
差
額
地
代
原
迎
は
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
が
、
後
者
で
は
限
界
生
産

者
は
「
『
正
常
』
以
上
の
利
潤
」
を
も
つ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
適
用
し

え
な
い
。
だ
が
む
ろ
ん
同
一
の
寡
占
産
業
の
う
ち
で
は
、
技
術
的
に
優
位

に
立
つ
企
業
が
費
用
格
差
に
よ
る
差
益
を
得
て
い
る
か
ぎ
り
、
差
額
地
代

の
原
理
は
成
立
す
る
。
ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
理
論
の
特
徴
は
、
寡
占
産
業
が

得
る
超
過
利
潤
を
規
定
し
た
う
え
で
、
差
額
地
代
の
原
理
に
も
と
ず
い
て

寡
占
の
価
格
と
利
潤
の
決
定
を
論
じ
る
点
に
あ
る
。

産
業
を
ニ
つ
の
タ
イ
プ
k
判
別
す
る
基
豆
半
は
、
ス
タ
イ
ン
ド
ル
に
よ
れ

ば
集
中
度
で
あ
る
。
各
産
業
の
タ
イ
フ
は
、
か
れ
の
理
想
型
そ
の
ま
ま
で

あ
ら
わ
れ
な
い
と
し
て
も
一
応
集
中
化
と
「
寡
占
型
」
と
は
照
応
す
る
と

か
れ
は
み
る

6

ω
「
差
額
地
代
」
(
費
用
格
差
に
よ
る
担
過
利
潤
)
の
源
泉
は
、
究
極
的
に

は
、
物
理
的
生
産
性
(
物
宜
タ
ム
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
)
な
い
し
技
術
的
能
事

が
諸
企
業
の
あ
い
だ
で
異
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
物
的
生
産
性
(
ま

た
は
能
率
)
を
高
め
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
生
産
性
(
ま
た
は
能
#
〉
の
格

差
を
ひ
芦
お
こ
す
原
因
は
、
第
一
に
大
規
模
の
経
済
、
第
二
に
「
内
部
経

済
」
と
よ
ば
れ
る
技
術
進
歩
(
イ
ノ
ヴ
ヱ

l
v
z
γ
)
で
あ
る
。

ー
大
規
模
の
経
辞
は
マ
ジ
ャ
ル
以
来
の
古
典
的
な
理
解
で
は
生
産
要
素

第
九
十
回
程

七
ノ¥

第
四
号

rz
八

の
不
可
分
性
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
一
の
生
産
方
法
が
使
用
さ
れ
、
し

た
が
っ
て
阿
一
の
技
術
で
あ
り
、
同
一
の
生
産
係
数
の
も
と
C
た
だ
使
用

資
本
の
大
き
吉
が
見
な
る
こ
と
か
ら
生
産
性
増
大
が
生
ず
る
の
す
な
わ
ち

そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
充
用
資
本
の
大
い
さ
の
差
叫
」
で
あ
る
。
そ

れ
に
た
い
し
て
技
術
進
歩
は
生
産
方
法
(
技
術
、
生
産
保
数
)
の
改
良
変
化

(
「
資
本
の
よ
り
合
目
的
的
な
充
同
川
」
〉
に
よ
る
生
産
性
の
増
大
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ス
タ
イ
y
r
L
Y
に
は
超
過
利
潤
の
照
泉
に
つ
い
て
「
以
上
の

よ
う
な
二
区
分
は
み
ら
れ
な
い
。
費
用
格
差
の
根
拠
と
し
て
か
れ
が
あ
げ

て
い
る
の
は
た
だ
「
大
規
模
の
経
済
」
だ
け
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
か

れ
は
技
術
進
歩
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
れ
は
技
術
平
新
が

企
業
の
あ
い
だ
で
不
均
等
に
進
行
す
る
過
程
に
お
い
て
、
費
問
格
差
自
体

た
え
ず
変
動
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ス
タ
イ
ン

ド
ル
の
寸
大
規
模
の
経
済
」
の
概
念
は
、
さ
き
に
み

r趨
過
利
潤
の
二
つ

の
掠
泉
を
と
も
に
ふ
く
ん
だ
も
の
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ

け
に
か
れ
の
概
念
規
定
は
あ
い
ま
い
さ
を
も
っ
と
言
え
よ
う
。

け
れ
ど
も
ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
「
大
規
模
の
経
済
」
論
は
、
実
は
別
の
重

要
な
意
味
号
も
っ
て
い
る
。
か
れ
が
生
産
性
格
差
を
そ
の
ま
ま
「
大
規
模

の
経
済
」
と
同
一
祝
し
た
の
は
、
生
産
性
柏
差
が
常
に
規
模
別
格
差
と
し

て
あ
ら
わ
れ
る
と
み
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
生
産
性
に

つ
い
て
大
企
業
が
つ
ね
に
優
位
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
産
業
史
上

の
一
般
的
事
象
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
超
過
利
潤
の

二
原
因
の
う
ち
、
第
一
の
規
模
の
経
済
は
む
ろ
ん
規
模
別
牛
産
性
格
差
を



生
む
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
一
の
技
術
進
歩
に
か
ん
し
て
必
ず
大
企
業
が
す

ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
が
生
々
と
描
写
し
た
よ
う

な
競
争
的
イ
ノ
ヴ
ェ

l
シ
豆
ン
で
は
お
乙
ら
な
い
。
競
争
的
イ
ノ
ヴ
て

l

シ
ヨ
ン
の
特
徴
は
、
た
が
い
に
追
い
こ
し
追
い
こ
さ
れ
る
技
術
革
新
の
シ

ソ

ゲ

1
ム
に
あ
る
。
技
術
革
新
が
企
業
問
で
坦
模
別
に
回
定
す
る
の

は
、
実
は
イ
ノ
ヴ
ェ

1
シ望

V
J

の
寡
占
的
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
生
産
性
梅
差
が
規
棋
別
格
差
の
形
壱
と
り
、
ピ
γ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス

が
優
位
に
立
つ
と
い
う
ス
タ
イ
ン
ド
ん
の
超
過
利
潤
論
は
、
寡
占
の
状
況

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
e

ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
「
大
規
模
の
経
済
」
は
、
シ
ロ
ス
の
「
技
術
的
不
連

続
性
」
つ

tOEO-。
官
。
己
岳

mnoEE日
位
。
ω
ご
)
と
い
う
概
念
に
よ
っ

て
よ
り
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
大
企
業
だ
け
が
一
定
の

技
術
的
組
織
的
方
法
そ
採
用
し
た
り
、
一
定
の
姐
模
の
経
済
を
実
現
し
た

り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
小
企
業
か
ら
大
企
業
へ
の
移
行
は

連
続
的
で
は
な
川
。
」
し
た
が
っ
て
そ
己
に
は
無
数
の
技
術
で
な
く
、
数

の
れ
ぎ
ら
れ
た
技
術
し
か
な
い
。
し
か
も
規
模
の
不
経
済
に
よ
る
費
用
逓

噌
は
否
定
吉
れ

hov
連
続
的
な
U
字
形
の
長
期
費
用
山
総
を
描
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
一
定
数
の
技
術
に
た
い
し
て
平
均
費
用
が
極
小
と

な
る
有
限
個
均
点
の
連
続
と
し
て
の
線
型
的
グ
ラ
フ
が
拙
か
れ
る
。
各
々

の
技
術
に
は
こ
れ
以
上
設
備
を
ふ
や
せ
な
い
と
い
う
客
観
的
な
制
約
が
あ

る
の
で
、
費
用
の
連
続
紘
は
規
模
の
大
き
さ
に
し
た
が
っ
て
階
段
状
に
下

勺
て
い
く
。

さ
者
に
み
た
よ
う
に
、
超
過
利
潤
の
源
泉
は
、
①
規
模
の
経
済
(
水

平
的
生
産
性
格
差
と
よ
ぶ
)
と
②
技
術
進
品
J

h

悪
画
一
的
生
産
性
格
差
と
よ

ぷ
)
し
【
の
二
つ
が
あ
る

d

競
争
の
も
と
で
は
①
水
平
酌
格
差
と
@
主
直
的

格
差
は
い
ま
だ
分
化
し
て
い
る
が
高
度
の
集
中
が
す
す
む
と
、
ま
す
ま

す
②
弔
直
的
栴
差
そ
の
も
の
が
水
平
的
に
(
規
杭
に
か
ん
し
て
)
悶
定
化

す
る
傾
向
を
も
ち
円
以
占
経
済
に
い
た
る
と
①
垂
直
的
格
差
は
①
水
干
的
格

差
へ
融
合
同
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
状
況
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る

ス
タ
イ
γ
ド
ル
の
「
大
規
模
の
経
済
」
論
は
、
超
過
利
潤
の
一

h

世
論
で
な

く
て
実
は
寡
占
利
潤
論
で
あ
る
と
い
え
る
@
し
た
が
っ
て
か
れ
の
三
宮
傾

地
代
」
は
寡
占
的
超
過
利
潤
に
か
ぎ
ら
れ
る

e

へ
き
で
あ
る
。
差
知
地
代
」

の
「
差
額
地
代
」
た
る
ゆ
え
ん
は
、
回
定
性
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
価
格
原
理
と
し
て
の
「
差
額
地
代
」
原
埋
は
す
ぐ
れ
て
寡
占
価
格

の
原
理
で
あ
る
(
も
っ
と
も
ス
タ
イ
ン
ド
ル
自
身
「
書
類
地
代
」
原
理
を

忍
山
に
か
ぎ
っ
て
い
る
ー
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
い
)
。

川

ω
Z
E
E
-
告

ロ

子

宮
u

コ
昌
司
司
君
、
邦
訳
、
三

0
1三
、
四
四

ー
八
頁
。
口
。
4
4
E
0
・
言
。
守
喜
一
昔
足
立
話
宇

S
F
s
g
-
。回日。

同

ω
Z
E
E
}
晶
旦
旬
、
宮
》
戸
l
吋

F
H
M
P
邦
訳
、
九
五
、
五
八
珂
。

ω
「
正
常
利
潤
」
と
は
J

P

ピ
ン
ソ
プ
に
よ
れ
ば
、
産
業
内
の
企
業
数
の
増

減
含
起
さ
な
い
よ
う
な
利
潤
事
で
あ
る
。
か
よ
る
な
正
常
利
潤
の
間
人
必
は
産
業

内
拍
衡
シ
同
義
語
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ス
タ
イ
ン
ド
ル
が
い
う
よ
う
な
寡
占

産
業
に
お
け
る
限
界
生
手
話
が
得
る
担
過
利
潤
で
も
「
下
常
」
と
な
る
。
ス
タ

イ
ン
ド
ル
の
用
語
も
こ
の
EH
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
C
あ
る
。
む
し
ろ
u
y
p

スの

よ
う
に
、
短
期
的
に
は
変
動
費
が
価
格
と
ひ
と
し
い
企
業
、
長
期
的
に
は
企
業

探
占
と
「
差
額
地
代
」
的
価
格
原
理

時う

第
前
十
四
巻

ヲ王
1L 

七
九

第
四
号



寡
占
と
「
vE泊
地
代
」
的
価
格
原
理

H

家
が
事
業
を
閉
鎖
し
C
賃
金
取
得
者
と
な
る
こ
と
を
選
ぶ
に
い
た
ら
必
ハ
ト
最
低

利
潤
を
得
る
企
業
を
、
正
常
利
潤
の
企
業
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(
ω
u

ユo
p
生

。
「
匂
邑
)

同

国

Z
E
E
-
晶

ロ

T
U
日
目
、
邦
訳
、
七
一
民
。

同w

呂
止
ヨ

E
v
a
u
司
、
邦
訳
、
六
九
、
九
五
頁
。
同
印
百

E
n
p
白
書
ぬ
と
ね
亘

』匂P唄巳N品
崎
旬F網

帥
ふ
つ
う
生
産
性
は
特
別
な
限
定
な
し
に
閉
い
ら
れ
た
場
合
「
労
倒
生
産
M枠壮」

を
意
味
す
る
。
し
か
し
企
業
に
と
っ
て
は
労
働
力
だ
け
で
な
く
、
他
の
生
産
要

書
も
関
心
の
対
輩
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
生
産
に
要
し
た
す
パ
て
の
投
入
畳
で

庄
出
量
を
除
し
た
「
弦
術
的
能
率
」
「
産
業
能
率
」
と
い
り
た
概
念
が
生
時
町
内

概
志
の
一
系
列
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
お
。

Q
Z
H
M
問。
c
E
E広
L
R
N
h
u
ミ

i

告
の
な
g
m
p
H
E
H
酒
井
一
失
訳
『
生
時
笹
』
五
三
五
五
頁
。
ロ
。
者
E
P

毛

S
T
U沼
田
邑
・
国
・
印

U
E
m
F
p
h
E
5室
岡
町
句
ぬ
植
え
同
忠
告
1
3
t

同
誌

s
g号
-
5由一

M
M
M
U
Y
ゅ
置
塩
恒
雄
『
再
生
産
の
理
論
』
第
一
章
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
産
性
本
部
制
日
本
生
産
性
本
部
斗
産
性
研
究
所
訳
『
生
停
性
の

捌
定
ω
l
|
生
産
性
概
念
の
理
論
的
併
兜
』
棺
晴
、
第
1

2

5

6

土一作。)

な
お
価
値
附
〔
貨
幣
的
〉
生
産
性
は
、
た
だ
技
術
的
な
要
悶
(
物
的
生
廃
性
)

に
よ
り
て
動
か
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
市
場
的
歩
凶
に
よ
っ
て
も
変
化
を
受
け

る
。
(
ロ
ス
タ
ス
「
生
産
性
の
各
種
慨
念
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
隼
匝
性
本
部
縞
前
料

館
2
章
。
伊
東
光
晴
「
二
重
構
造
論
の
展
望
と
反
省
」
川
口
弘
嗣
『
日
本
軒
済

の
基
礎
構
造
』
所
収
。
)

州

w
E司

ufbama叫

m
a
F
国
品
・
口
】
宙
開
昌
臼
F
目印・

2
恥
1
@
回
目
、
長
在

部
訳
『
資
本
論
』
第
三
巻
九

O
六
じ
頁
。

同
判
印

Z
E
E
-
足
ぬ
官
、
柏
町
、
'
h
v
n匂
h
p

第
九
十
四
桂
三
八

O

第

四

号

六

O

M
W

技
桁
由
一
小
連
続
牲
を
理
論
的
ト
ヮ
l
ル
と
し
て
い
る
例
は
リ

-
7
1
-
プ
ロ

グ
一
フ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
な
お
、
グ
ロ
ス
は
「
技
術
的
不
連
産
L

を
、
そ
れ
に

値
す
る
だ
け
の
ヰ
な
禄
さ
を
も
っ
て
扱
っ
た
昨
三
人
の
学
者
と
し
て
、
二
人
目

経
詰
学
者
)
|
ア
ル
ベ
ル
ト
プ
レ
リ
ア
〉

E
0
2
0
回
目
E
E
お
よ
び

エ
コ
ラ
ス
カ
ル
ド
ア

Z
5
V己
目
何
色
色
O
同
|
|
と
一
人
の
経
済
史
家

1
1
へ
ル
マ
ン

νヴ
4
F
H
E自
P
H
0
4
l
iの
名
を
あ
げ
て
い
る
。

(
印
吋
ユ

o
p

。、。怜
-
m
U
M日

1
U
O
〉

帥

ω耳
目
白
-
M宮
丘
町

R
N
誌
、
出
品
凶
ま
室
内
Eu
邦
訳
、
二
有
頁
ロ
回
一
三
。
P

。NOnm-NU
閣

NAV
・

帥
不
連
続
的
費
用
曲
献
は
そ

一
テ
ペ
リ
ア
ニ
に
よ
っ
て
た
と

え
ば
図
の
よ
う
な
線
形
で
あ

ら
わ
さ
れ
る

(
P

巾
様
、

C
1費
用
、

X

産
出
一
両
)

C

A

B
、
c
i
D、
E
l
F

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
技
術
で
あ

B

る。

(pqpu弘同問】
Mω
ロ
戸
、
。
、

S
T
U
N
E、
町
田
岡

H
)
C
A
-
-

M
W

白
杉
庄
一
郎
『
独
占
理
論

p，

の
研
究
』
一
九
ハ
一
年
。
同

『
独
占
理
論
し
と
地
代
怯
則
』
一
九
六
三
年
。

四

競
争
l
l価
格
低
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
差
額
地
代
」
原
理
の
寡
占
的
性
格
は
、
技
術
進
歩
に
も
と
ず
く

(1) 

X 

不連続的費用曲線第 1図

O 



ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ

I
シ
ョ
ン
過
程
に
か
ん
し
て
競
争
寡
占
の
ち
が
い
を

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
な
る
。
た
し
か
に
競
争
に
お
い
て
も
、

費
用
格
差
に
よ
り
価
格
原
現
は
短
期
的
に
は
作
用
す
る
が
、
技
術
進
歩
に

よ
る
ト
ラ
ン
ス
ア
オ
メ
シ
ョ
ン
過
程
の
な
か
で
、
費
用
格
差
は
た
え

ず
平
均
化
す
る
組
向
を
も
っ
。
文
字
通
り
「
差
額
地
代
」
版
理
が
妥
当

す
る
の
は
短
期
的
仁
も
長
期
的
に
も
費
用
格
差
が
固
定
化
す
る
寡
占
で
あ

勾

0
0

ω
粒
術
進
歩
に
も
と
ず
く
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ

I
シ
ョ
ン
過
程
に
か
ん

「
る
ジ
ュ
ム
ベ
ー
タ
!
の
吉
典
的
モ
デ
ル
ぽ
以
下
の
四
点
に
要
約
さ
札
る

が
、
そ
れ
ら
は
ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
競
争
論
と
い
か
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う

か
下
。削

ト
ヲ
シ
ス
フ
ォ
メ
ジ
ョ
ン
過
程
の
到
達
点
の
均
衡
状
態
に
お
い
て

は
当
然
、
出
発
点
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
多
量
の
生
産
物
が
産
出

g
れ

て
い
る
こ
と
。

〉日
両
均
衡
点
に
お
い
て
貨
幣
所
得
の
大
き
さ
は
同
一
で
あ
る
こ
と
。
つ

ま
り
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
有
効
需
要
に
増
減
の
な
い
こ
と
。

叫
し
た
が
っ
て
技
術
進
歩
の
帰
結
は
価
格
水
準
の
低
下
と
な
る
こ
と
。

日
新
技
術
の
晋
及
過
程
に
お
い
て
は
、
新
技
術
の
企
業
と
旧
技
術
の
企

業
と
が
併
存
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
者
余
剰
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
。

し
か
し
到
達
点
の
均
衡
に
お
い
て
低
能
率
の
企
業
は
淘
汰
さ
れ
て
、
新

設
備
で
装
備
さ
れ
た
企
業
の
み
が
残
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
産
業
構
成

は
つ
ね
に
均
等
化
す
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
。

寡
占
主
「
差
額
地
代
」
的
価
格
原
理

〈→

技
術
進
歩
の
成
果
を
か
よ
う
に
配
分
す
る
の
が
競
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ

る
。
シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
の
場
合
ト
ラ
y
λ

フ
オ
メ
ジ
ョ

y
過
程
は
、
革

新
と
そ
れ
へ
の
反
応
と
の
二
国
か
ら
な
る
の
革
新
は
能
率
差
寺
っ
く
り
、

反
応
過
程
は
能
率
差
を
排
除
す
る
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
反
応

過
程
は
さ
ら
に
模
倣
過
程
と
淘
汰
過
程
に
一
分
さ
れ
る
。
模
倣
過
程
は
、

旧
企
業
に
革
新
が
普
及
す
る
と
と
に
よ
っ
て
能
率
援
を
排
除
す
る
過
程
で

あ
り
、
淘
汰
過
程
は
能
率
の
低
い
企
業
が
駆
逐
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヤ

均
化
す
る
過
糧
で
あ
る
。

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
!
は
反
応
過
程
が
革
新
企
業
の
一
時
的
な
独
占
的
形
態

を
排
除
す
る
よ
う
に
作
用
す
る
と
考
え
C
い
た
が
、
そ
れ
は
反
応
の
二
過

程
の
う
ち
「
模
倣
過
程
を
淘
汰
過
程
よ
り
も
重
要
視
す
る
か
、
あ
る
い
は

淘
汰
過
程
の
以
上
の
よ
う
な
意
味
を
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
さ
な
か

っ
白
」
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
。
模
倣
過
程
が
淘
汰
過
程
よ
り
も
大
き
な

重
要
性
を
も
っ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
革
新
に
た
い
し
て
模
倣
が
即
時
に
作

用
す
る
と
予
想
さ
れ
る
な
ら
ば
、
革
新
へ
の
刺
激
は
お
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

模
倣
口
た
い
す
る
一
定
の
「
す
へ
り
止
め
」
は
苧
新
が
作
用
す
る
条
件
で

あ
出
。
そ
の
意
味
で
、
反
応
過
日
恒
を
も
っ
ぱ
ら
淘
汰
過
程
に
し
ぼ
っ
て
、

競
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
全
体
と
し
て
革
新
過
程
と
淘
汰
過
程
か
ら
成
る
と

み
て
い
る
ス
タ
イ
ン
ド
ル
や
ダ
ク
ニ
の
競
争
論
の
ほ
う
が
よ
り
勤
態
的

で
あ
る
。
淘
汰
過
程
お
よ
び
草
新
過
程
は
、
ス
タ
イ
y
ド
ル
と
〆
ウ
ニ
ー

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
過
剰
内
部
蓄
積
の
爆
発
力
」
H
H

「
ト
ラ
ン
只
フ

ア
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
公

2
5甘
司
自
宮
げ

2
5
5
)
お
よ
び
「
費
用
削
減

第
九

γ
凹
巻

ノ¥

第
四
号



お
占
と
「
差
額
地
代
」
的
価
格
保
理

モう

ー
「
革
新
メ
カ
一
ズ
ム
」

(
E
E
d
p
c
cロ
日
R
V
E
Eろ
と
よ
ば
れ
て

い
る
。山

川
ス
タ
イ
γ
ド
ル
の
「
絶
対
的
集
中
」
の
モ
デ
ル
は
、
か
れ
の
「
内

生
的
投
資
理
論
」
に
も
と
ず
い
て
革
新
(
技
術
進
捗
)
と
l
ラ
シ
ス
プ
ァ

l
'
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
が
相
耳
に
作
用
す
る
競
争
的
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
!
シ

ヨ
ン
を
、
以

F
の
定
式
に
上
っ
て
示
し
て
い
る
。

の
費
用
格
差
に
よ
る
超
過
利
潤
が
内
部
蓄
積
率
の
増
大
壱
つ
う
じ
で

(
乱
〉
、
産
出
能
力
の
増
大
や
も
た
ら
す

(
b
y

め

隠
日
{
内
(
司
(
H
h
'
b
)

る
l
回

、

円

相

}
(
H
i

』

〉

ハ

h
v
)

た
だ
し

α
は
内
部
蓄
積
率
(
自
己
貧
本
増
大
率
)
、

g
は
「
資
本
調
達
力
比

『

勢

同

地

同

m
J

率
」
ナ
相

L
V巾
l
一
、
"
は
能
力
利
用
度
、
h
は
資
本
集
約
度
、
タ
は
支

F

耳
目
崎
折
、

払
債
務
利
子
卒
、

α
お
よ
び
A
は
企
業
の
貯
蓄
性
向
を
説
明
す
h
Q
O

国

H
ミ
l
b
~
十
円
十
R

N

(

『

)

た
だ
し
、
J
V

旬、
M
W

、，
w
は
そ
れ
ぞ
れ

g
、
k
、
u
の
変
化
半
、

R
は
産
出

向
成
長
率
で
あ
る
。

か
く
し
て
折
機
軸
を
導
入
し
て
費
用
を
削
減
し
た
革
新
的
企
業
は
能
力

の
拡
張
を
お
し
す
す
め
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
正
常
利
潤
し
か
得
て
い
な

い
限
界
企
業
は
全
く
蓄
積
を
行
わ
な
い
。

め
各
企
業
の
方
程
式
(

b

)

壱
産
業
全
体
に
あ
て
は
め
る
と
、

叫
叫

H
『
l

同

+

町

十

入

品

(

わ

)

一R
は
市
場
成
長
率
、
右
辺
は
各
企
業
の
R
の
加
重
平
均
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
左
辺
は
告
件
で
あ
り
、
石
辺
は
必
ず
左
辺
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら

第
九
」
l

回
世

ノ1、

第
四
号

な
い
。
ホ
辺
が
左
辺
を
「
え
た
と
き
、
産
業
内
の
企
業
の
あ
い
だ
に
市
場

分
け
前
の
伎
蝕
が
は
じ
主
り
、
高
率
伐
用
の
企
業
が
糊
汰
さ
れ
る
過
程
が

生
ま
れ
る
。
↑
」
れ
が
、
「
絶
対
的
集
中
」
と
よ
ば
れ
る
競
争
的
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
メ
1
シ
ョ
ン
の
過
程
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
l
ジ
ョ
ン
の
あ
と
に
残
存
し
た
諸
企
業
の
総
能
力
成

長
率
は国

ι
l
q
l
岡
、
+
町
、
+
ミ

(

Q

)

産
業
内
に
お
け
る
限
界
企
業
の
淘
汰
半
(
産
業
の
総
販
売
高
に
た
い
す
る

淘
汰
さ
れ
た
企
業
の
版
売
高
の
割
合
)
を

c
と
す
る
と
、

国一

H

同+。

(

C
〉

怖
と
同
よ
り

制
1
町

、

問

、

+

町

、

+

h

l

u

(

ご

右
の
方
科
式
に
お
し
て
均
衡
水
準
を
上
回
る
♂
の
増
加
は

ι
の
値
を
正
に

す
る
(
現
存
企
業
が
淘
汰
さ
れ
る
〕
こ
と
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
。
拘
伺
汰

の
後
均
衡
が
回
復
さ
れ
た
点
に
お
い
て
は
じ
は
O
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
絶
対
的
集
中
」
の
モ
デ
ル
の
特
徴
は
競
争
の
ト
ラ
ソ

マ
ハ
ア
ォ
メ

γ
ョ
ン
過
屈
が
能
力
成
長
率
と
需
要
成
長
部
と
の
で
フ
ン
ス

の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ご
と
で
あ
h
o
こ
の
意
味
で
そ
れ
は
競
争
論

と
資
本
蓄
積
論
と
を
結
合
し
た
一
例
を
一
目
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し

こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
能
力
の
側
而
だ
け
が
と
り
あ
っ
か
わ
れ
、
投
資
需
要

の
決
定
論
は
み
ら
れ
な
い
。

〕

川
刊
さ
き
に
み
た
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
l
の
競
争
モ
デ
ル
の
山
の
定
式

l
l

〔



純
情
貯
の
低
下
ー
ー
は
ス
タ
イ

γ
ド
ル
の
競
争
論
に
も
一
応
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
か
れ
の
価
格
低
下
の
メ
カ
一
一
ズ
ム
は
か
れ
の
「
販
売
努
力
の
概
念

と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
あ
。

淘
汰
過
程
の
な
か
で
、
既
存
企
業
の
市
場
の
相
対
的
分
け
前
を
侵
蝕
し

駆
逐
す
る
た
め
に
は
、
特
別
の
「
販
売
持
力
」
を
な
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
販
売
努
力
は
つ
ぎ
の
一
一
二
ノ
の
形
態
を
と
る

q

ー
限
界
企
業
が
売
る
よ
り
も
低
い
価
格
を
設
定
す
る
。

似
生
産
費
が
よ
け
い
に
か
か
る
品
質
改
善
に
よ
っ
て
品
質
競
争
を
強

め
る

u

M
限
界
企
業
よ
り
も
広
告
宣
伝
を
行
っ
て
販
売
費
用
を
噌
や
す
。

(

)

 

慌
初
の
二
つ
の
形
態
は
相
売
上
刺
潤
を
減
ら
す
。
山
の
広
告
宣
伝
の
増

大
は
営
業
貨
の
増
大
を
通
じ
て
純
売
上
利
潤
を
減
少
さ
せ
る
。

Lr
こ
ろ
が
、
競
争
の
ー
も
止
で
販
売
努
力
の
三
つ
の
コ

l
久
の
う
ち
、

ω

の
伽
格
低
下
が
選
ば
れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
ス
タ
イ
γ
ド

ル
は
な
ん
ら
示
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
ぬ
り
か
別
の
個
所
(
『
成
熟
と
停
滞
』

第
六

4
)
で
は
、
か
れ
は
価
格
引
下
げ
よ
り
、
品
質
競
争
、
販
芳
競
争
の

低
う
が
有
利
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
か
れ
は
、
生
産
物

の
異
質
性
に
よ
る
買
い
手
の
不
完
全
性
と
選
択
の
不
合
理
性
を
あ
げ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
競
争
の
も
〉
一
で
価
格
が
低
下
す
る
土
い
う
か
れ
の
結
論
と

く
い
ち
が
う
己
と
に
な
る
(
も
っ
と
も
か
れ
も
、
価
格
引
下
げ
策
に
た
い

す
る
販
売
宣
伝
方
法
の
優
作
性
が
、
販
売
高
に
た
い
す
る
販
売
費
用
の
比

率
の
噌
大
に
つ
れ
て
お
と
ろ
え
る
こ
と
を
認
め
て
、
阪
売
費
用
増
加
に
よ

寡
占
と
「
差
額
地
代
L

的
仙
格
原
理

付

る
価
格
上
昇
の
コ
ー
ス
が
挟
ば
れ
る
限
界
を
画
し
て
い
白
三

こ
の
点
に
つ
い
て
ダ
ウ
ニ
!
の
見
解
は
ス
タ
イ
ン
ド
ル
と
正
反
対
で
あ

る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
隣
民
者
が
撰
択
す
る
と
き
、
品
質
の
比
較
に
か
ん

し
て
得
ら
れ
る
情
報
は
、
元
来
価
格
の
情
報
ほ
ど
明
確
で
な
い
。
「
量
と

し
て
の
価
格
は
明
瞭
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
質
と
し
て
の
品
質
は
そ
れ
ほ

ど
確
か
な
も
の
で
な
か
じ
し
た
が
っ
て
、
価
格
と
品
質
と
が
ど
ち
ら
も

同
じ
程
度
に
知
ら
れ
て
い
る
場
合
、
側
格
引
下
げ
の
ほ
う
が
、
同
額
の
費

用
に
相
当
す
る
品
質
改
良
(
実
質
的
に
も
想
像
よ
で
も
)
よ
り
す
み
や
か

に
か
つ
確
実
に
顧
客
を
つ
か
む
。

ひ
と
ま
ず
不
完
全
性
を
捨
象
し
て
同
質
的
商
品
市
場
壱
扱
っ
て
き
た
本

稿
の
す
場
か
ら
い
っ
て
、
当
然
競
争
戦
(
販
売
努
力
)
の
コ

l
ス
と
し
て
は

価
格
引
下
げ
政
策
が
選
ば
れ
る
と
み
な
す
こ
と
に
な
る

M

〕

伺
三
ム
ペ
タ
の
競
争
ぞ
デ
ル
の
刊
の
定
式

l
i超
過
利
潤
の

縮
小
1
1
1
は
、
ス
タ
イ
γ
ド
ル
の
競
争
論
の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。

か
れ
の
「
絶
対
的
集
中
」
の
モ
デ
ル
(
的
式
)
で
は
、
淘
汰
が
終
っ
て

均
衡
が
回
復
さ
れ
る
と
、
内
部
蓄
積
率
は
所
与
の
市
場
成
長
率
と
能
力
成

長
率
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
低
下
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
機
軸
の
導
入

に
よ
っ
て
一
時
的
に
増
大
し
た
産
業
に
お
け
る
純
売
上
利
潤
は
絶
対
的
集

中
の
過
程
で
ふ
た
た
び
徐
々
に
減
退
し
て
ゆ
く
こ
と
壱
意
味
す
る
。

伺
式
で
あ
き
ら
カ
な
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
!
シ
ョ
ン
過
躍
に
は
、

能
力
利
用
度
(
伊
)
、
資
本
調
達
力
比
率
(
日
)
、
資
本
集
約
度
(

E

)

と

い
っ
た
相
殺
製
凶
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
ス
タ
イ
ン
ド
ル
の
み
か

第
九
十
四
巻

八

/、

第
出
号



寡
占
し
」
「
差
額
地
代
」
的
価
格
原
理

(-) 

第
九
十
四
巻

た
に
よ
れ
ば
、
町
を
除
い
て
競
争
の
も
と
で
は
淘
汰
が
容
易
で
あ
る
と
い

ラ
理
由
か
ら
、
円
げ
の
減
退
、
伊
の
低
下
は
お
こ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
純

売
よ
利
潤
は
、
巾
場
成
長
率
〔
一
R
)
、
資
本
集
約
度
(
m
z
v

現
存
生
産
能
力

の
う
ち
淘
汰
さ
れ
る
比
車
(

C

)

に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。

ゆ
競
争
の
も
と
で
は
過
剰
能
力
が
お
こ
ら
な
い
と
す
る
理
由
を
ス
タ

イ
y
ド
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
淘
汰
過
程
に
お
い
て
革
新
的
企

業
の
版
荷
圧
力
に
た
い
し
て
、
品
川
の
企
莱
は
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
の
形
で
反

応
す
る
。

。
能
力
利
用
度
の
低
下
と
い
う
消
厘
的
忍
耐

日
自
ら
い
っ
そ
う
の
販
売
努
力
(
価
格
引
下
げ
・
品
質
競
争
・
広
告

(
 宣

伝
)
を
敢
行
す

J
h
い
う
攻
勢
的
反
撃

グ
ウ
-
一
ー
も
い
う
よ
う
に
、
と
の
劣
等
企
業
の
反
応
形
態
(
い
い
か
え

れ
ば
死
滅
の
し
か
た
と
そ
の
速
度
)
は
革
新
的
企
業
の
出
方
に
左
右
さ
れ

る
。
能
率
企
業
の
出
方
に
は
つ
ぎ
の
ニ
つ
が
あ
る
。

り
「
消
極
的
政
策
」
|
|
非
能
率
企
業
が
徐
々
に
波
び
る
こ
と
を
許

〈
し
、
自
ら
の
拡
大
壱
犠
牲
に
し
て
よ
り
高
い
利
潤
率
を
得
る
。

め
「
攻
撃
的
政
策
」
|
|
劣
等
企
業
か
ら
市
場
を
奪
い
と
る
政
策
。

能
新
企
業
の
行
動
け
、
山
川
が
そ
れ
ぞ
れ
非
能
率
企
棄
の
反
応
け
お
よ
び
H

く

〈

(

く

を
よ
び
お
こ
す
。
し
た
が
っ
て
企
業
聞
に
十
分
な
費
用
用
格
差
が
存
伝
す

る
条
件
の
も
と
で
は
、
能
率
企
業
は
H

の
行
動
を
と
る
か
ら
、
非
能
率
企

業
は
反
応
形
韻
江
を
と
る
。
ス
タ
イ
ン
ド
ル
は
こ
こ
か
ら
過
剰
能
力
が
な

く
な
る
と
み
る
。

ノー¥
四

第
困
号

/、

回

し
か
し
ス
タ
イ
ン
ド
片
の
よ
う
に
非
能
率
企
業
の
反
応
形
態
か
ら
能
力

過
刺
を
否
定
す
る
」
と
に
は
若
干
問
題
が
号
。
。
ダ
ウ
ユ
の
い
う
弘
下

に
企
業
が
死
滅
し
て
も
そ
れ
は
直
接
過
剰
能
力
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味

し
な
い
。
過
剰
能
力
を
な
く
す
も
の
は
能
力
の
凍
結
廃
来
の
ほ
か
に
な
い
。

し
た
が
っ
て
企
業
舎
淘
汰
す
る
際
に
有
効
で
あ
っ
た
脱
売
競
争
(
価
格
悶
下

げ
)
は
、
能
力
を
切
り
す
て
る
と
と
に
か
ん
し
て
は
有
効
で
主
く
な
る
ロ

能
力
を
廃
棄
さ
せ
る
も
の
は
、
設
備
能
力
の
老
衰
陳
腐
化
壱
も
た
ら
す

時
間
の
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
け
で
あ
る
。
結
局
過
剰
能
力
が
な
く
な
る
と
い
う

場
合
に
は
、
需
要
の
成
長
や
定
全
雇
傭
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

め
競
争
的
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
1
シ
ョ
ン
の
有
効
条
件
と
し
て
ス
タ
イ

ン
ド
片
は
次
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。

り
技
術
革
新
に
も
と
ず
く
費
用
節
減

同
市
場
成
長
率
が
あ
ま
り
大
芦
〈
な
い
こ
と

)
 

ー
の
意
味
は
「
絶
対
的
集
中
」
が
実
現
す
る
か
い
な
か
は
企
業
聞
に
十

分
な
費
用
格
差
が
存
在
す
る
か
い
な
か
に
依
存
す
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
淘
汰
は
、
市
場
成
長
率
と
内
部
蓄
積
に
も
と
づ
く
能
力
成
長
率
と

の
均
衡
(
的
式
)
が
緊
張
す
る
な
か
で
実
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
需
要
成

長
率
が
大
き
け
れ
ば
、
能
力
と
需
要
と
の
緊
張
が
緩
和
さ
れ
て
ト
ラ
y
λ

ア
ァ

1

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
弱
め
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
意
見
は
、
イ
ノ
グ

ナ
ー
ジ
ョ
ン
と
な
ら
ん
で
エ
ン
ト
リ
ー
(
淘
汰
車

c
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

こ
と
)
が
作
用
す
る
こ
と
を
無
観
し
て
い
る
点
で
一
面
的
で
あ
る
。
エ
ン



ト
リ
ー
も
競
争
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
ら
か
の
形
で

能
力
成
長
率
を
強
め
、
当
該
産
業
に
お
け
る
目
前
要
土
供
給
の
パ
ラ
ン
月
に

圧
迫
壱
加
え
、
や
が
て
淘
汰
を
ひ
き
お
こ
す
。

例
以
上
で
み
た
よ
う
に
、
価
絡
が
ほ
ぼ
限
界
生
産
出
の
費
用
フ
ラ
ス

正
常
刺
淵
に
ひ
と
し
い
と
い
う
費
用
格
差
原
理
は
苧
新
が
行
わ
れ
た
一
時

に
お
い
て
妥
当
す
る
が
、
卒
新
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ォ
メ

l
シ
ョ
ン
過
程
(
産

期
業
内
の
構
造
変
化
、
淘
汰
と
エ
ン
ト
リ
ー
去
の
相
反
す
る
二
力
の
作
用
〉

を
」
く
行
長
期
に
お
い
て
は
、
費
用
格
差
は
(
完
全
に
消
滅
す
る
に
豆
ら

な
い
と
し
て
も
)
平
均
化
す
る
ロ
だ
か
ら
そ
と
で
は
費
用
格
差
原
理
そ
の

ハ
泊
む

も
の
は
な
ん
ら
修
正
を
受
け
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
自
身
平
均
的
な
原
理

へ
と
近
ず
く
。
短
期
に
も
長
期
に
も
貫
か
れ
る
価
格
原
期
、
と
し
て
の
「
差

額
地
代
」
原
理
は
競
争
に
お
い
て
は
未
確
立
だ
と
考
え
ら
れ
る
》
し
か
し

ス
タ
イ
ソ
ド
ル
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
短
期
的
原
理
と
長
期
的
原
理
と
の

区
分
は
み
ら
札
な
い
。
(
つ
づ
く
)

ω
白
特
庄
一
師
『
独
占
理
論
の
研
究
』
一
五
一
六
、
九
一
一
、
一
七
一
一
一
九

O
、

=o一
五
文
。
『
独
占
哩
諭
と
世
代
怯
則
』
一
五

O
l回
、
一
六
四
|

六
頁
。

ω
印
n
V口
言
。
z
o
p
凶
器
S
E句
町
、
a
p
F
匂
ロ
戸
〈
2
0
4
吋。吋

F

HCωωγ

金
属
経
済
研
究
所
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『
景
気
循
環
論

ι
:
一一

O
一
頁
。
明
司

E
P
4

s
?
U
U

】

B
印
宵
崎
北
一
「
オ
リ
コ
ポ
リ
!
と
技
術
的
道
事
」
『
経
済
評

論
』
一
九
六

O
年
一
月
臨
時
増
刊
号
一
七
|
二
五
頁
。

助
士
円
回
昇
三
『
競
争
地
占
と
桂
済
尭
展
』
(
一
九
五
九
年
〕
一
七
七
頁
白

寡
占
L
」
「
差
額
地
代
」
原
理
的
価
格
付

川
開
口
o
d
q回目
0

・
宰

s
r
u
u
S
l
S
L
H目
前
損
害
、
一
七
七

l
一
人
五
頁
。

何

回

Z
E
E
-
h
E
E
3
q噌司

E
一
邦
訳
、
五
六
亘
。
目
0
4
匂
E
F
品

-tr

同

u
h
v
a
0

・0
N

川仰

e
を
粗
利
潤
串
〈
総
資
産
に
た
い
す
る
)
と
す
る
と
、
利
潤
函
数
は

G

H

H

E

R

S

t

)

 

純
利
判
埠
を
zD
卒
、
自
己
賢
本
金
C
、
総
資
産
を
Z
と
す
る
と
、
純
利
潤
額
は

も
円

U
N
Hり
(

足

切

除

〉

ス

同

町
)

(

N

)

間
、
地
を
C
で
割
る
と

b
H帆
〔
同
」
(
提
唱
和
)
、
〕

t

(

ω

)

と
と
ろ
で
内
部
蓄
積
函
数
は
カ
レ
ッ
キ
l
に
従
っ
て
っ
き
の
よ
う
に
表
わ

さ
れ
る
ロ

R
H
H
(

、l

ぬ〉
(

H

l

L

N

)

(

ム
)

伺
式
を
川
別
式
に
代
入
す
る
と
、
川
門
式
が
得
ら
れ
る
。

同

w
産
出
荷
を

S
と
す
る
と

同

日

苦

汁

h

h

(

ド
)

と
れ
の
対
数
式
そ
時
間
t
に
つ
い
て
微
分
し
て

山
叩
¥
F
H
山
叩
¥
ド
山
叩
¥
わ
十
時
ト
+
山
叩
¥

γ

(

N

)

川
刷
式
は
こ
れ
を
書
き
あ
ら
た
め
ー
も
の
で
あ
る
。

仙

W

企
誕
の
利
用
潤
率
と
資
本
・
能
力
成
長
率
と
の
関
連
を
説
明
す
る
「
内
生
的

投
資
現
論
」
は
ダ
ウ
一

7
に
も
み
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
に
お
け
る

能
力
成
長
率
と
需
要
成
長
率
と
の
J

ラ
γ
ス
諭
は
ダ
ウ
一
一
ー
も
モ
デ
ル
化
し

て
い
る
(
目
。
当

E
P
鳥、
'
S
F
n
v
m
U
〈
F
M
M
M
V
m
m
斗
0

・
呂
4
0
)

。
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D 

A 

な
お
か
れ
は
淘
汰
の
過
程
に
お
け
る
価
格

i
抗
用
の
調
整
と
そ
れ
に
よ
る
売

上
刊
潤
の
制
限
を
次
の
閏
に
土
っ
て
示
し
て
い
る
。
横
軸
は
産
業
の
総
産
出

高
圭
不
し
個
々
の
企
業
の
産
出
高
は
費
用
の
減
少
し
て
ゆ
〈
順
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
縦
軸
は
産
出
物
の
翠
均
費
用
単
位
価
格
を
一
日
す
。
り
わ
は
費
用

の
規
模
別
低
下
を
一
市
す
。
ロ
開
は
淘
汰
過
程
が
は
じ
ま
る
前
の
価
格
曲
線
で

あ
る
(
久
タ
イ
γ
ド
ル
は
価
格
が
企
業
の
あ
い
だ
で
規
模
別
に
低
下
す
る
と

み
て
い
る
)
。
過
大
な
売
上
利
潤
に
も
と
ず
く
過
剰
な
内
部
蓄
積
は
は
げ
し

い
疏
争
を
生
み
、
価
格
曲
線
は
下
万
に
シ
フ
ト
し
て
新
し
い
均
街
の
も
と
で

口
聞
に
お
ち
つ
く
。
新
し
い
価
格
以
上
の
費
用
を
も
っ
合
業
(
〉
阿
の
範
囲

内
の
)
は
湖
汰
さ
れ
る
。
売
上
利
潤
は
円
、
日
同
と
な
る
。
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口
下
∞
・

日
明
白
杉
大
内
両
教
授
は
、
費
用
格
差
原
理
な
い
し
「
差
額
地
代
」
原
理
を

「
限
界
原
理
」
、
古
典
派
経
済
学
や
マ
ル
ク
ス
の
冊
静
輸
を
「
平
均
原
理
」
と

み
て
い
る
(
も
っ
と
も
両
教
虚
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値

論
に
も
限
界
原
理
の
要
素
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
)
。
大
内
力
『
地
代
と
土
地

所
有
』
〔
一
九
五
八
年
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